
 

 

 

 



 

 

 

 

 

 



 

 
 
 
 



 
 
 

～パワフル 峰の子～ 

 「パワフル 峰の子」とは 

 



 

 

 



 

 

 

 

生徒指導の実践上の視点に沿った学級経営と学習指導（授業改善）、いじめ･不登校対策に

係る共通実践事項を設定し、「取組→評価」を確実に行い、効果を目に見える形にする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

職員一人一人の参画意識（役割と責任）の向上を図り、活動目標に沿って同僚性や企画機

能を発揮する組織運営を行う。 

 



 

 

 

 

福島中学校区における小中一貫教育の重点事項やコミュニティ･スクール等の意義や重要

性、その内容を共通理解し、充実･促進を図る。 

校務の効率化を図るため、業務の優先順位に配慮しながら、従来の取組･やり

方を見直したり、校務分掌の負担の偏りを減らしたり、ＩＣＴ等を活用して職

場環境の改善を行ったりする。年間の授業時数については、計画時のみならず

随時できることを検討･工夫し、適正化を図る。 

 

○ 学校教育目標及び今年度の重点目標「自分から進んで問題に取り組む子どもの育成」

をめざし、問題を発見し解決する過程を重視しながら、学習指導要領に示されている内

容を確実に実施するとともに、地域の「ひと・もの・こと」やＩＣＴを生かして多様な

子ども達の深い学びを確かなものにする学習を実施する。 

○ 子ども一人一人の「好き（興味･関心）」を育み、「得意」を伸ばしながら、それらを

原動力として学び全体への動機付けを図っていく取組を行う。 

○ 教科指導については、重点教科国語科を中心に言語活動を通して言語能力（読む話

す・聞く、書く）を高めたり、子どもが選択する場面等を増やしたりし、思考力･判断

力･表現力等を高める学習を充実させる。また、ＩＣＴ（特にタブレット）の活用を促

進し、情報活用能力の向上を図る。 

○ 道徳教育については、道徳科において重点目標に係る重点内容といじめ防止の観点

からの重点内容を設定し、自らの生活や集団生活を改善することを考えさせるととも

に、他者と共によりよく生きていくことができる子どもを育成する。 

○ 総合的な学習の時間では、ふるさとを愛する心情をもたせるために、地域の方々との

交流などの体験的活動を重視したり、地域教材（特に「八女ふる里学」）を積極的に活

用したりして期待感を高める学習内容となるように工夫する。ここでも、動機付けを重

視し、子どもが選択する場面等を増やす。 

○  特別活動においては、学級活動と児童会活動を重視し、問題を見つけることや、「折

り合い」をつける話し合いの仕方を学ばせる。また、整理整頓、廊下の正しい歩き方、

靴・トイレのスリッパ並べなどの生活を整えることへの指導に力を入れる。 



○ 教科等横断的な視点で各教科等を関連づけた学習内容を組み立て、カリキュラム・マ

ネジメントを行う。ＰＤＣＡサイクルのうち、特に「Ｃ→Ａ」に重点をおく。 

○ 特別な教育的配慮のもと小学校に準じた教育を行うために、特別支援学校学習指導

要領及び小学校学習指導要領を参考に、その子の実態に合った指導内容を抽出した独

自の教育課程を編成する。 

○ 知的障がい特別支援学校の内容で学習を行う子どもには、日常生活の指導と生活単

元学習を取り入れた教育課程を編成する。 

○ 子どもの障がいの特性に応じて自立活動を取り入れ、個々の特性から生じる困り感

を改善・克服できるようにする。内容については、特別支援学校教育指導要領自立活

動編を元に２７項目の中から必要な内容を選択する。 

○ 子どもたち一人一人の教育的ニーズや保護者の願いをもとに、個別の教育支援計

画、個別の指導計画を作成し、指導にあたる。 

○ 集団の中で友達と適切に関わる力を培うために、同学年の子どもとの日常的な交流

をはじめ、子ども一人一人の実態に応じて異学年の子どもとの交流の場を設定する。 

 


